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PerSocial Tuner:

ユーザの嗜好と他者の評価を考慮したファッション探索支援インタフェース

大野 航生 ∗ 濱崎 雅弘 † 中野 倫靖 †

概要. ファッションとしての衣服の組み合わせ（ファッションコーディネート）において，自らの嗜好と
他者の評価は，常に一致するとは限らない．例えば，自身が好きなものであっても，周りにとっては好まし
くないと思われたり，逆に，評判の良いコーディネートであってもそれがその人や状況に合わなかったり，
またそもそもその人の好みでなかったりする．そこで本論文では，ユーザの嗜好と他者の評価を同時に考
慮しながらファッションブランドとそのアイテム（トップスやボトムスなど）を探索できる，ファッション
探索支援インタフェース PerSocial Tunerを提案する．PerSocial Tunerでは，ユーザが自身の好みでコー
ディネートを探索しながら，それと同時に，他者の評価やブランド間の組み合わせられやすさを考慮でき
る．具体的には，ファッションに特化した SNSからコーディネートに付けられた「いいね」数で他者の評
価を考慮する．また，実際のコーディネートで同時に用いられた回数と，Web検索エンジンのヒット件数
でブランド間類似度を定義して活用し，ブランド間の組み合わせられやすさを考慮する．

1 はじめに
ファッションコーディネートには多様な目的が存

在する．ファッションコーディネート（以下，単に
コーディネートと呼ぶ）とは，トップスやボトムス
といった様々なファッションアイテム（以下，単に
アイテムと呼ぶ）を組み合わせる行為を指す．コー
ディネートでは，人によって多様な目的が存在する．
例えば，他者からよく見られたい，周囲と同じ服装
をしたい，などである．しかし，中村 [3]によれば，
ファッション ECサイトでアイテムを購入した経験
のある人のうち,約 66.1％の人が失敗と感じた経験
をしていた．具体的には，ファッション購買に関す
る調査 [2]や新規アイテムを購入するユーザの課題
に関する調査 [1]では，失敗の原因として，手持ちの
アイテムとの組み合わせづらさをあげている．これ
はアイテム単体としての印象は良いものの，組み合
わせてコーディネートした際に「思い通りでなかっ
た」ことに起因していると考えられる．したがって，
そのようなユーザのファッション探索を支援するシ
ステム構築は重要性が高い．
しかし，従来のECサイトでは，「個人の嗜好」に

基づいてアイテムの色や形，素材などを指定して探
索する必要があり，手持ちのアイテムと組み合わせ
ることを考慮した探索機能が不十分であった．その
ような問題を解決する一つの方法として，手持ちの
アイテムと組み合わせ易いファッションブランド（以
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下，単にブランドと呼ぶ）を選択することが考えら
れる．なぜならブランドは通常，スタイルなどが一
貫している．そのためコーディネートの目的に合わ
せたブランドからアイテムを選ぶことで，コーディ
ネート全体に一貫性をもたらすことができ，組み合
わせた際の「思い通りでなかった」というアイテム
選択の課題解決に繋がるといえる．
さらに，ファッションは外見の印象に影響を与え

るため，「周囲からどのように見られるか」といった
「他者の評価」も，ブランド・アイテム選択をする上
で重要な要素である．しかし，特にファッションに
あまり精通していない（もしくはこだわりが強くな
い）ユーザにとっては，他者の評価を考慮したコー
ディネートは難しいことが多い．
以上から，コーディネートには個人の嗜好と他者

の評価の両軸が重要となるが，例えば「好きなもの
を着たい」のみに着目すると他者の評価が下がるこ
ともあり，「他者の評価」のみに着目すると自らの好
みに合わない可能性がある．
従来，ファッションコーディネート支援に関して，

アイテム毎の組み合わせをシミュレートするシステ
ム [5]や，アイテムの位置を自由に変更するシステム
[6]が提案されてきた．佐藤らは，ユーザが過去に服
を着用した写真を活用してコーディネートシミュレー
ションを行い，トップスかボトムスの一方から一方の
服を自動で生成することもできる suGATALOG[5]
を提案した．また，浅井ら [6]は，アイテムの位置を
自由に設定し，コーディネートを柔軟にシミュレー
ションできるシステムを提案した．このように，コー
ディネートを支援する研究はあったが，ブランドと
いう単位でのコーディネート支援は行われておらず，
また他者の評価を考慮することはできなかった．
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図 1. PerSocial Tunerの概要

それに対して本論文では，2,702のブランドを対
象とし，92,130件のファッション投稿に対する「い
いね」を活用して，複数の観点からのブランドの組
み合わせの発見を可能とし，個人の嗜好と他者の評
価を考慮したファッション探索支援インタフェース
「PerSocial Tuner」を提案する（図 1）．ここで，
PerSocial Tunerでは，(1) SNS投稿でのいいね数，
(2) 実際のコーディネートで同時に用いられた回数，
(3) Web検索エンジンのヒット件数でのブランド間
類似度，の 3つの観点からブランドを決定できる．

2 データセット構築 [4]

PerSocial Tunerでは，2,702ブランド一覧のデー
タセット，10種のソーシャルメディアにおける各ブ
ランドのWeb検索エンジンのヒット件数データセッ
ト， コーディネート投稿 SNSであるWEAR1から
取得した 92,130件の投稿データセットを構築した．

3 PerSocial Tuner

図 1に示すように，PerSocial Tunerでは，ユー
ザは以下の手順でコーディネートを探索する．
Step1 好きなブランドのアイテムカテゴリを選択し

て，アイテムを選択する
Step2 選択したアイテムとのコーディネートに用い

るブランドを選択する
Step3 選択したブランドから，具体的なアイテムを

選択する
まず最初に，2,702ブランドから 1つの「ブラン

ド」と，tops, bottoms, shoesから 1つの「アイテ
1 https://wear.jp

ムカテゴリ」を選び，それらをクエリとして表示さ
れるアイテムの中から，コーディネートに利用した
いものを 1つ選択する．ここで，ユーザは自分の好
みのアイテム，もしくはユーザの手持ちのアイテム
を選択することを想定している．
次に，選択したアイテムと別のアイテムカテゴリ

に対して，コーディネートに使用したいブランドを
選択する．(1) SNS 投稿でのいいね数を活用した
「いいねに基づくブランドランキング」，(2) 実際
のコーディネートで同時に用いられた回数を用いた
「コーディネート数に基づくブランドランキング」，
(3) Web 検索エンジンのヒット件数でのブランド
間類似度を活用した「メディア類似に基づくブラン
ドランキング」の計 3つの観点から，それらの上位
（初期設定では上位 3位）までのブランド名が提示さ
れる．その際，そのブランドを知らないユーザに対
する補助情報として，そのブランドの最も人気であ
るアイテムも画像表示される．ここで，最も人気で
あるアイテムとは，最も「いいね」を獲得したコー
ディネートで用いられているアイテムとした．
最後に，選択したブランドから，コーディネート

に使用したいアイテムを選択する．複数のアイテム
画像とそれぞれに対する「いいね」数が可視化され
るため，ユーザはいいね数（他者の評価）を参考に，
自身の嗜好を反映させたアイテム探索ができる．

4 おわりに
本論文では，複数の観点からのブランドの組み

合わせの発見を可能とし，ユーザの嗜好と他者の評
価を考慮したファッション探索支援インタフェース
「PerSocial Tuner」を提案した．
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